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1．はじめに

雲仙普賢岳は長崎県島原半島のほぼ中央に位置

する。1990 年 11 月に噴火活動が始まり、1995 年

2 月まで活動した。この一連の噴火活動は普賢岳

東側に平成新山と呼ばれる溶岩ドームを不安定な

形状で形成した。現在、溶岩ドームの挙動を把握

するため、光波観測、GNSS 観測、地上型合成開口

レーダー（以下：GBSAR）、衛星 SAR、地震計、振

動センサー、カメラ監視、航空レーザー計測等の

様々な手法を用いて観測・監視を行っている
1）2）。本稿では、前半に示した測量、センシング技

術の観測結果により把握される最近の溶岩ドーム

の変動状況と課題について示す。

2．溶岩ドームの長期間の変動傾向について 

2.1 光波（長基線）観測 

溶岩ドームに光波プリズムを設置し、東側山麓

の天狗山、大野木場から光波観測を行っている。

1997 年から観測を始め最も観測期間が長い。基線

長は約 2.6km、3.4km と長いが立入制限区域外から

の観測が可能で、2007 年からは 1時間毎の連続自

動観測を実施している。（観測位置は図-1 参照） 

観測条件の良い大野木場から P-8 の観測結果を

図-2 に示す。また、斜距離の速度変化を表-1 示す。 

図-1 光波観測・GBSAR 観測位置図 

表-1 光波観測変動量の速度変化（大野木場-P8） 

図 2 光波観測結果図（大野木場 P8） 

2.2 観測結果について 

 溶岩ドームは 3～8cm/年で山麓側に近づいてい

る。観測当初と比べると近年の変位速度は低下し

ている。 

3．溶岩ドーム山頂の最近の変動傾向 

3.1 GNSS 観測 

 平成新山の山頂付近については山麓から光波に

よる視通が効かず観測が困難なため観測基準点を

設置し、年に数回（2017 年度は 2回）GNSS 観測に

より水平・垂直変位を観測している（図-3・4 参

照）。 

図-3 GNSS 観測結果図（水平移動ベクトル） 

（2012.10.24～2017.11.3） 

図-4 GNSS 観測結果図（沈下量） 
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3.2 観測結果について 

 山頂付近は 2017 年の観測結果で東側方向に移

動（3.1cm/年）しつつ沈下（-6.9cm/年）を示し、

変動量としては水平変位より沈下傾向が大きい。 
 

4．溶岩ドーム山腹から末端の最近の変動傾向 

4.1 光波（短基線）観測・GBSAR 観測 

 光波観測は溶岩ドーム直下の器械点 K-1、K-2

から、GBSAR 観測は図-1 の南側中央にある GBSAR

と示す位置から観測を行っている。また、光波の

観測結果例を図-5 に示す。GBSAR についても 2017

年の観測結果で溶岩ドーム山腹頭部 P-9 付近で

-3.9cm/年、末端付近で-2.5～-0.3cm/年程度の変

動を観測している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 光波観測結果図（水平移動ベクトル） 

4.2 観測結果について 

溶岩ドーム山腹上部の P-9 地点に反射プリズム

を 2016 年に設置し観測を始めたところ変位速度

が他よりも早いことが明らかになった。変動方向

は概ね東南東方向への変動傾向を示している。  

GBSAR についても溶岩ドーム山腹上部の方が変

位速度が速い結果が観測されている。 

 

5．衛星 SAR 画像解析による溶岩ドーム山腹から 

山頂付近の最近の変動傾向 

 現在、溶岩ドーム山腹（P-9 付近）から山頂（平

成新山）の手前にかけての範囲は直接観測を行う

事が出来ていないことから、衛星 SAR 画像を用い

た解析を実施した。観測結果を図-6 に示す。 

衛星 SAR の画像解析結果（図-6）でも山頂付近

と溶岩ドーム山腹の P-9 付近で 5～10cm 程度の変

動量の早い傾向が認められる。干渉 SAR 画像解析

ではこの変動は図中に赤矢印で示す電波照射方向

から遠ざかる方向の変動を示していることから沈

下若しくは東或いは北側への変動と考えられる。

また、別に実施した衛星画像を用いたピクセルオ

フセット解析では東側への変動傾向が顕著で北側

への変動傾向はほとんどないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 衛星 SAR 観測結果図 

 

6．考察および今後の課題 

観測結果（表-2）を総合的に判断すると山頂、

溶岩ローブ山腹、溶岩ローブ末端とゾーンにより

変動速度や方向に以下の特徴が認められる。 

①平成新山山頂付近は沈降が続く中で東側へ移動

している。 

②溶岩ローブ頭部付近は末端よりも相対的に変位

速度が速く、東南東側への水平移動が卓越する。 

③表-1 に示す様に溶岩ドームは依然、変動を続け

ているものの、変位速度は近年低下している。 

④梅雨時期などの顕著な降雨や 2016 年に発生し

た熊本地震による明確な応答変動は確認できない。 

今後の課題としては 2016 年 11 月に溶岩ドーム

北側の中尾川方向の斜面で小崩落（約 6,000m3）が

発生した。現状では確認出来ていない北側方向へ

の変動が無いかを確認する必要があり、2017 年 12

月に中尾川方向から観測できる光波プリズムを溶

岩ローブ北側に設置した。また、観測機器の経年

劣化も進んでおり、今後の継続的な観測の維持が

課題となっている。 

表-2 各観測結果の年平均変動量 
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